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水稲新品種 「 ゆめ さやか」 の育成経過 と特性
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1 は じ め に

1988年から山形県の極早生奨励 。優良品種であった「み

ちのくわせ」は,極早生品種としては耐冷性が弱く,収量
性,品質及び食味が劣ることから,近年はほとんど作付け

されていない。しかし,こ れに代わる品種もなく.山間・

中山間地では,中生品種が不適地栽培されている。そのた

め,山間・中山間地における,安定生産及び品質・食味の

向上を図る品種の育成が望まれていた。

庄内支場では「みちのくわせ」の欠点を改良した「ゆめ

さやか・Jを育成し,2000年 度に「みちのくわせJ代替品
種として山形県の優良品種に採用された。そこで,本品種
の育成経過と特性について報告する。

2育 成 経 過

「ゆめさやか」は,1992年に山形県立農業試験場庄内支

場において,「山形40号」を母とし,「奥羽341号Jを父と
して人工交配を行い,その後代を集団育種法により選抜し,

育成した品種である。

1996年 (F`世代)か ら生産力検定試験と各種特性検定
試験に供試し,その結果,熟期,耐倒伏性.収量性,品質 ,

食味が優れていたため,1998年 (F8世代)か ら「山形71
号Jの地方番号を付して山形県の奨励品種決定調査に供試

した。 2年間の調査で「みちのくわせ」より,耐冷性,収
量性,品質,食味の点で優れることが認められ,2000年
(F,泄代)に「みちのくわせ」に代わる優良品種として採

用され,「ゆめさやかJと命名された。

3特

(D 形態的特性

「ゆめさやか」は,稗長及び穂長が「みちのくわせJよ

表 1 「ゆめさゃか」の特性概要
(育成地,標肥,1997～ 1999)

草  型      中 碍
偏穂重型

出 穂 期 (月 日)729
成 熟 期 (月 日)905
拝  長 (cm)   77
穂  長 (cl)   177
穂  数 (本/nf)  430
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強
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玄米千粒重 (g)

618５７４
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21 5

直播適応性
苗立率 (%) 647     -

中下

収量性 (聴/a) 566
標準比 (%)

食料事務所

上中

-     540
603

100

性

品質 (1～ 9)  50    -    47
品 質
育劇  (1～ 9)  43

105      -

上下

63
中上

食味 (育成地))  -04   -10

53
L下
-06
上下

*品種登録出願公表中
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注 1)基準米は庄内支場産ササニシキを用いた。
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表2 奨励品種決定調査における「ゆめさやか」の食味試験総合評価 (1999)

さ

0

みちのくわせ  -068・   -088¨   ―    ―  -040・  -0611…

場内    ゆめさやか    012   024   -    -   004   044…
-052・・   ―の

場庄内支場 ゆめさ

の

修センター中山間 さやか

表 3 「ゆめさやか」の食味関連理化学特性
(育成地,精米)

アミ ロース 215 205 208 203 199 194   21 6

注 1)標肥は1996～ 1999年 ,多肥は1997～ 1999年 の平
均値。2)1997～ 1999年の平均値。D FF内躯
食味基準米。ササニシキの栽培基準に従い耕種。

1996～ 1999年の平均値。

り短く,穂数が多い中繹偏穂重型の草型である。生育中期

の車丈は,「みちのくわせ」よりゃや長く,茎数も多い。

成熟期の止葉角度は中で,葬はやや太くやや剛である。

耐倒伏性は,みちのくわせより優るやや強である。穂の形

状,粒着密度は中で,きの多少は少,長さは中である俵 1)。

2)生態的特性
「ゆめさやか」の育成地における出穂期,成熟期は「み

ちのくわせ」並の極早生である。

いもち病真性抵抗性はP,α ,iと推定され,圃場抵抗性

は,「みちのくわせ」より強く,葉いもち・穂いもちとも

にやや強である。白葉枯病抵抗性はやや弱である。耐冷性

は「みちのくわせ」より強くやや強である。穂発芽性は中

である。
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注 基準米は庄内支場産「ササニンキ」とした。供試米は各実施機関で鵜精した。評価方法は基準と比べ,かなり劣る
(-3点)～同等 (0点)～かなり優る (+3点)と した。パネラー人数は,各機関とも20～25名。1)鍋倉 :山
形県最上郡最上町大字堺田,山間地。2)角沢 :山形県新庄市大字角沢、中山間地。3)農業試験場では, 幡 り」
及び「味」は評価項目から除いた。 *:5%水準で有意差があることを示す。 **:1%水 準で有意差があること
を示す。

玄米千粒重は「みちのくわせ」より軽いが,収量性は安

定的に「みちのくわせ」より優る多収である (表 1)。

13)品質・食味特性

「ゆめさやか」の玄米品質並びに食味は,「みちのくわ

せ」より明らかに優る (表 1)。 特に,作付けが見込まれ

る山間・中山間地の産米の食味評価は,「みちのくわせ」

よりかなり良好で「ササニシキ」に近い (表 2)。 食味理

化学特性については,タ ンパク質含有率及びアミロース含

有率は「みちのくわせ」と変わらないが,味度値は「みち

のくわせ」より明らかに上回る (表 3)。

“

)直播適応性
直播栽培における苗立性,収量性は「はなの舞」を_上回

り,品質は「はなの舞」並で直播栽培への導入も期待され

る (表 1)。

4 ま  と  め

水稲新品種「ゆめさやか」は,2000年度に「みちのくわ

せ」代替品種として山形県の優良品種に採用された,出穂

期及び成熟期が「みちのくわせJ並の極早生で,い もち病

抵抗性,耐冷性及び耐倒伏性がやや強の,良質良食味梗種

である。特に食味は「ササニシキ」並と,極早生品種とし

てはかなり良好である。

「ゆめさやか」のいもち病抵抗性及び耐冷性は,“ やや

強"と不十分である。このため,いもち病の早期発見・早

期防除を心がけ,障害型冷害危険期には深水管理にするな

ど,水管理に留意する。

含有率
1)
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